
委員会報告

「
も
う
一泊
、も
う
一度
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

Facebook

の
ア
プ
リ
と
コ
ン
テ
ン
ツ
の
拡
充
で
宿
泊
拡
大
へ

コ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
C
S
R
セ
ミ
ナ
ー

約
50
人
が
参
加
し
、現
状
へ
の
理
解
深
め
る
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日
本
旅
行
業
協
会
（
J
A
T
A
）
は
、
国
内

宿
泊
旅
行
の
拡
大
と
日
本
の
魅
力
再
発
見
を
目

指
し
、
2
0
1
3
年
度
も
引
き
続
き
「
も
う
一

泊
、
も
う
一
度
（
ひ
と
た
び
）
」
プ
レ
ゼ
ン
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

4
月
1
日
か
ら
来
年
2
月
28
日
ま
で
実
施
さ

れ
る
キ
ャンペ
ー
ン
で
は
、J
A
T
A
会
員
旅
行
会

社
で
国
内
宿
泊
旅
行
を
購
入
す
る
と
、1
泊
に
つ

き
ス
タ
ン
プ
1
個
を
押
印
し
、ス
タ
ン
プ
数
に
応
じ

て
抽
選
で
国
内
宿
泊
旅
行
引
換
証（
J
A
T
A

会
員
各
社
で
利
用
可
能
）、季
節
の
特
産
品
、ペ

ア
宿
泊
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。今
年
度
か
ら
は
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
購
入
し
た
場
合
、ホ
ー
ムペ
ー
ジ
上

か
ら
も
応
募
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
２
０
０
９
年
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
は
今
年
で
5
回
目
を
迎
え
、
累
計
の

応
募
総
数
も
約
33
万
件
に
達
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
宿
泊
旅
行
に
出
か
け
る
こ
と
が
少

な
い
若
年
層
に
よ
る

旅
行
を
拡
大
す
る
た

め
、F

acebook

も

導
入
。
今
年
は
新
た

に
、
ユ
ー
ザ
ー
が
国

内
旅
行
の
風
景
や
思

い
出
の
写
真
を
投
稿

で
き
る
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
「
日
本
の
い
い
ね
！
み
ん
な
の
写
真

帳
」
を
展
開
し
て
、
会
員
旅
行
会
社
か
ら
も
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
提
供
を
受
け
て
「
旅
を
作
る
裏

側
」
を
見
せ
た
り
、
「
旅
を
探
す
楽
し
さ
」
を

演
出
す
る
な
ど
、Facebook

の
機
能
を
充
実

さ
せ
、
双
方
向
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

深
め
な
が
ら
、
国
内
旅
行
の
魅
力
を
訴
求
し
、

宿
泊
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

フ
ー
で
行
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

利
用
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
対
策
に
つ

い
て
説
明
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
、
自
社

の
長
期
的
な
成
長
の
た
め
、
会
社
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
で
あ
る
「
社
会
の
課
題
解
決
」
「
日
本
に
コ

ミ
ッ
ト
」
と
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
公
益
財
団
法
人
・
日
本
ユ
ニ
セ
フ

協
会
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
推
進
室
の
佐
伯
摩
耶
氏
が

「
子
ど
も
の
権
利
と
企
業
活
動
の
原
則
／
コ
ー

ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
事
例
に
」
を
テ
ー
マ
に
、

先
進
事
例
で
あ
る
ド
イ
ツ
を
事
例
に
コ
ー
ド
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
。
「
本

業
を
通
じ
た
子
ど
も
の
権
利
の
実
現
」
を
は
か

る
こ
と
で
、
長
期
的
な
価
値
創
造
や
存
在
意
義

の
確
立
に
つ
な
が
る
と
訴
え
ま
し
た
。

　
J
A
T
A
で
は
今
後
、
〝
子
ど
も
買
春
防
止

の
た
め
の
旅
行
・
観
光
業
界
倫
理
行
動
規
範

（
コ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
〞
に
、
す
べ
て
の

会
員
が
参
加
す
る
よ
う
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
方
針
で
す
。

　

日
本
旅
行
業
協
会
（
J
A
T
A
）
は
3
月

14
日
、
東
京
・
高
輪
の
ユ
ニ
セ
フ
ハ
ウ
ス
で

「
J
A
T
A 
C
S
R
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し

ま
し
た
（
写
真
）
。

　
J
A
T
A
会
員
会
社
な
ど
か
ら
約
50
人
が
参

加
し
た
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
社
会
問
題
に
取
り
組

む
と
と
も
に
企
業
価
値
を
高
め
る
一
歩
進
ん
だ

C
S
R
活
動
を
目
指
し
、
2
0
0
5
年
に
発
足

し
た
コ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
子
ど
も
買
春
防

止
の
た
め
の
旅
行
・
観
光
業
界
行
動
倫
理
規

範
）
に
つ
い
て
、
そ
の
現
状
と
必
要
性
を
認
識

し
て
も
ら
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
警
察
庁
生
活
安
全
局
少
年

課
の
原
幸
太
郎
・
児
童
ポ
ル
ノ
対
策
官
が
「
知

ら
ぬ
間
に
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
、
児
童
ポ
ル
ノ
の
現
状
や

そ
の
対
策
、
国
際
協
力
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い

て
、
事
例
を
交
え
て
説
明
。
原
対
策
官
は
、
10

年
前
の
2
0
0
2
年
に
検
挙
件
数
1
8
9
件
・

検
挙
人
数
1
6
5
人
だ
っ
た
児
童
ポ
ル
ノ
事
件

の
検
挙
状
況
が
、
2
0
1
2
年
に
は
検
挙
件
数

1
5
9
6
件
・
検
挙
人
数
1
2
6
8
人
へ
大
幅

に
増
加
し
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
事

犯
の
送
致
件
数
全
体
の
84
・
5
％
を
占
め
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　
原
対
策
官
は
さ
ら
に
、
旅
行
会
社
の
場
合
、

ツ
ア
ー
客
が
買
春
で
身
柄
を
拘
束
さ
れ
る
ケ
ー

ス
で
は
、
現
地
や
日
本
国
内
で
の
報
道
、
国
内

外
か
ら
の
批
判
に
よ
っ
て
企
業
イ
メ
ー
ジ
が
低

下
し
、
信
頼
回
復
に
は
長
期
に
わ
た
る
取
り
組

み
が
必
要
に
な
る
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
企
業
視
点
で
の
活
動
の
意
味
／
社

会
の
課
題
解
決
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

し
た
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
政
策
企
画
本
部
ネ
ッ
ト

セ
ー
フ
テ
ィ
企
画
室
の
吉
田
奨
室
長
は
、
ヤ


